
Ⅲ. 第１次中期経営計画
（2024～2026年度）

安全を光に託して



単位:万台

前年比 前年比 前年比 前年比 23比

860 106% 885 103% 925 105% 923 100% 107%

1,607 107% 1,600 100% 1,670 104% 1,670 100% 104%

1,320 107% 1,340 102% 1,360 101% 1,370 101% 104%

3,050 114% 3,050 100% 3,060 100% 3,070 100% 101%

415 93% 420 101% 450 107% 470 104% 113%

595 106% 625 105% 670 107% 710 106% 119%

288 104% 300 104% 310 103% 320 103% 111%

639 105% 644 101% 655 102% 667 102% 104%

8,773 108% 8,865 101% 9,100 103% 9,200 101% 105%

イ ン ド
ＡＳＥＡＮ

23年度
実績

24年度
計画

欧 州
中 国

25年度
見通し

日 本
北 米

26年度
見通し

南　　米
そ の 他

世 界 合 計

世界自動車生産台数見通し



指数

3,412 3,450 3,670 3,730 317 109 

2,226 2,254 2,370 2,455 228 110 

米 州 2,943 3,202 3,250 3,395 454 115 

中 国 889 843 855 970 89 110 

ア ジ ア 1,573 1,521 1,630 1,730 200 113 

欧 州 490 357 320 330 △150 69 

5,897 5,923 6,055 6,425 594 110 

△2,034 △2,067 △2,095 △2,110 △75 

・世界生産台数105％

23比
(為替影響前)

摘　要

国 内 関 係 会 社

9,502 9,560 10,000 10,500 111 1,064 

23年度
実績

24年度
計画

25年度
見通し

26年度
見通し

連   結

・生産台数105％

・生産台数101％

・生産台数112％

・生産台数104％

・海外生産台数105％

消   去

海 外 関 係 会 社

小 糸 製 作 所 ・国内生産台数107％

連結売上高見通し

（単位 金額：億円、率：％）



連結業績見通し（23年度 vs 26年度）

（単位 金額：億円、率：％）

売 上 高 3,412 3,730 317 109.3 317 109.3

営業利益 183 5.4 250 6.7 66 135.9 66 135.9

売 上 高 2,226 2,455 228 110.2 228 110.2

営業利益 88 4.0 100 4.1 11 112.4 11 112.4

売 上 高 2,943 3,395 451 115.3 454 115.4

営業利益 24 0.8 170 5.0 145 688.7 145 689.6

売 上 高 889 970 80 109.0 89 110.1

営業利益 △5 － 50 5.2 55 － 55 －

売 上 高 1,573 1,730 156 109.9 200 112.8

営業利益 151 9.6 175 10.1 23 115.6 28 118.7

売 上 高 490 330 △160 67.3 △150 69.4

営業利益 13 2.8 △5 － △18 － △18 －

売 上 高 5,897 6,425 527 108.9 594 110.1

営業利益 184 3.1 390 6.1 205 211.7 211 214.6

売 上 高 △2,034 △2,110 △75 － △75 －

営業利益 102 － 95 － △7 － △7 －

売 上 高 9,502 10,500 997 110.5 1,064 111.2

営業利益 559 5.9 835 8.0 275 149.1 280 150.1

(為替レート) 米ドル 145.3円 145.0円

中国元 20.2円 20.0円

為替影響前

海外関係会社

消　去

連結合計

国内関係会社

米　州

中　国

アジア

欧　州

小糸製作所

23年度実績 26年度見通し 比較



地域別成長戦略（連結）
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新製品開発
生産対応

先行開発等

その他
（含む合理化）

増益
＋280

比較(為替影響前)
差 指数

売 上 高 9,502  10,500  1,064  111
営 業 利 益 559  5.9% 835  8.0% 280  150

２３年度実績 ２６年度見通し

(億円)

+
△ +

(5.9％)

(8.0％)



地域別成長戦略（単独）
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量の変動
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営業利益

新製品開発
生産対応

先行開発等

その他
（含む合理化）

増益
＋66

(億円)

+
△ +

(5.4％)

(6.7％)

比較(為替影響前)
差 指数

売 上 高 3,412  3,730  317  109
営 業 利 益 183  5.4% 250  6.7% 66  136

２３年度実績 ２６年度見通し



地域別成長戦略（米州）
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営業利益

新製品開発
生産対応等

その他
（含む合理化）

増益
＋145

比較(為替影響前)
差 指数

売 上 高 2,943  3,395  454  115
営 業 利 益 24  0.8% 170  5.0% 145  689

２３年度実績 ２６年度見通し

(億円)

+ △ +

(0.8％)

(5.0％)



地域別成長戦略（中国）
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営業利益

新製品開発
生産対応等

その他
（含む合理化）

増益
＋55

比較(為替影響前)
差 指数

売 上 高 889  970  89  110
営 業 利 益 △5  － 50  5.2% 55  －

２３年度実績 ２６年度見通し

(億円)

+
△ +

(5.2％)



連結設備投資額見通し

（単位：億円）

23年度 24年度 3ヵ年累計
実績 計画 (24～26年度)

一　般 89 146 495
金　型 45 48 148 CN/DX投資 等

134 194 643
6 24 69

37 38 87
177 256 800
125 196 550
10 16 50
56 55 150 新商品対応(長尺ﾗﾝﾌﾟ等)、設備複合化等

57 96 250 ｲﾝﾄﾞ ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ工場稼働、設備複合化等

248 363 1,000
425 619 1,800

海

外

米　　州

欧　　州

中　　国

ア ジ ア

計

合　　計

自動化・無人化投資、東北新拠点対応、

ﾒｷｼｺ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙの工場拡張、製造工程自動化等

そ　の　他

計

摘　　　要

日
 

本

小 糸 製 作 所

小 糸 九 州



海外戦略
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4,000

23年（実） 24年（計画） 26年（計画）

米州（米国/ﾒｷｼｺ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 3社計）

市場動向/当社受注ｼｪｱ

■ 売上高

拡販への取り組み ： ①米州（北米・南米）

 自動車生産台数は、北米市場での需要回復、及び南米市場の
堅調な成長を背景に､米州市場全体では緩やかな増加を見込む。

 日系向け受注ｼｪｱは約6割を維持する中､
ﾃﾞﾄﾛｲﾄ3における26年度の当社受注ｼｪｱは、23年度 8%に対し､
14%と大幅に増加。

(億円)

 新規LEDﾕﾆｯﾄ等､米系への積極的な新技術提案の推進により､
ﾌｫｰﾄﾞ/GM量販車向けHLの新規受注獲得､
26年度 米系売上は、約2倍に増加見込み。

 北米/南米向け生産拡充の為､ﾒｷｼｺ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ各拠点の拡張を計画､
ADB等の高機能灯具拡販推進を継続、更なる売上拡大を図る。

     ※ADB: Adaptive Driving Beam

(万台)

■ 日系/米系 生産台数予測/受注ｼｪｱ

日  系
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23年（実） 24年（計画） 26年（計画） 23年（実） 24年（計画） 26年（計画）

受注
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58%

受注
ｼｪｱ
58%

受注
ｼｪｱ
63%

（% :構成比）

24%

76%

23%

77%

16%

84%

米系(ﾌｫｰﾄﾞ/GM/ｽﾃﾗﾝﾃｨｽ)

8% 9%
14%

売上/受注拡大の取組み

■ 米系
■ 日系

23年度       24年度       26年度 (推定) (推定)23年度       24年度       26年度 23年度                    24年度                   26年度



83% 80% 72%

17% 20%
28%
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(億円)

■ 売上高■ 日系/中国車 生産台数(乗用車)予測/受注ｼｪｱ

 ﾛｰｶﾙ得意先特有の短期開発(中国：12ヵ月､日系：24ヵ月)への
ﾀｲﾑﾘｰな対応､並びに中国最適/安価仕様の採用促進すべく､
広州技術ｾﾝﾀｰを拡充､受注開発体制を強化。

 BYD/小鵬の新規受注を獲得､26年度 中国車売上は、約2倍に増加。

 引続き中国の嗜好/ﾆｰｽﾞ (ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ､ｱﾆﾒｰｼｮﾝ等)に合った
新技術提案等により更なる拡大を目指す。

■ 中国車
■ 日系

拡販への取り組み ： ②中国

売上/受注拡大の取組み

0

400

800

1,200

1,600

23年(実) 24年(計画) 26年(計画) 23年(実) 24年(計画) 26年(計画)

日  系 中国車

14% 13%
12%

55%54%
58%

 中国ﾛｰｶﾙは､安価EV車の積極投入/ﾗｲﾝｱｯﾌﾟ拡充等にて､
23年度台数ｼｪｱは54%と躍進､ｶﾞｿﾘﾝ車中心の日系は14%迄低下。
24年度以降も中国車が伸長､日系は減少継続と予測。

 26年度 日系向け受注ｼｪｱは､新規受注もあり､約4割へ伸長。
中国車はBYD向け量販車新規受注により5%へ拡大。

市場動向/当社受注ｼｪｱ

2%
5%3%

受注ｼｪｱ

  27 %
受注ｼｪｱ

28%

受注ｼｪｱ

 41%

日系  台数ｼｪｱ
中国車台数ｼｪｱ

(万台)

(推定)23年度     24年度     26年度 23年度     24年度     26年度 23年度                     24年度                     26年度



200

250
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400

23年度 24年度 26年度

■ ｲﾝﾄﾞ系
■ 日系

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

23年度 24年度 26年度

日系 ｲﾝﾄﾞ系

拡販への取り組み ： ③アジア（インド）

(億円)

受注ｼｪｱ
40%

 LEDﾕﾆｯﾄ ﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ拡充/現調化PRにより､ﾀﾀ等の新規受注を獲得､
26年度 ｲﾝﾄﾞ系売上は9倍に拡大見込み。
日系向は､更なる高付加価値ﾗﾝﾌﾟ(ADB､長尺ﾗﾝﾌﾟ等）拡販展開中。

 24年3月ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ新工場を稼働､西部地区 得意先能増(ｽｽﾞｷ､ﾀﾀ)
 への対応と共に､仕様ﾄﾚﾝﾄﾞに対応した最新鋭設備導入を実施､
 更なる売上拡大を図る。

45%

19%

40%

50%

 ｲﾝﾄﾞ生産台数は､2年連続過去最高を更新。
ﾄｯﾌﾟｼｪｱのｽｽﾞｷを中心に日系が伸長､加えてｲﾝﾄﾞ系ﾒｰｶｰも
積極的な能増/新車投入により､26年度には日･印共に23年度比

    2桁成長と予測。

 受注ｼｪｱは､
日  系： 大幅な市場拡大の中､新規受注もあり､4割以上を維持。
ｲﾝﾄﾞ系： LED化進展の中､ﾀﾀ向新規受注により､26年度 7%へ拡大。

市場動向/当社受注ｼｪｱ
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(万台)

300

200

100

0

受注ｼｪｱ
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受注ｼｪｱ
41%

受注ｼｪｱ
42% 0%

23年比
+28%

23年比
+17%

日系 ｲﾝﾄﾞ系

99% 98% 92%

8%

売上/受注拡大の取組み

0%

7%
(+10万台)

■ 日系/ｲﾝﾄﾞ系 生産台数予測/受注ｼｪｱ ■ ｲﾝﾄﾞ市場LED-HL採用率 ■ 売上高



営業戦略



77%

85%

42%

60%
63%

70%

100%

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 30年度

(目標）

ASEAN地域

LEDランプ比率推移

LEDランプの拡販動向

■22年度LED装着比率は77%、日本/北米/中国での装着率は9割超。
 今後は、ASEAN地域(装着率：63%）、及び インド地域（装着率：42%）を中心に、次世代Biユニット（26年度）
 での拡販を目指す。

インド地域

現行ユニット

（20年度）

次世代ユニット

（26年度）

LED標準ユニットの進化により、
コスト低減を実現

グローバル



22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 30年度（目標）

ADB比率推移

ADBの拡販動向

日本

北米

中国

他

■22年度ADB装着比率は9%、26年までは主に日本を中心に拡販。
 以降、北米/中国を中心に拡大見込み。
 単価は通常のLED-HLの1.7倍。

ADB拡販

・米国向：25年度に投入
各得意先は、26年度後半以降 
次世代Lo一体ADBを
本格採用見込み

・中国向：24年よりC-NCAP※

にてADB配点比率が上昇。
今後の開発車にて採用拡大見込み
（※）中国自動車技術研究センターが

新車を対象に安全機能テストを
実施、結果を星数（最大5つ星+）
でランク付して公表

9%/100万台

12%/200万台

20%/350万台

+130%

+300%

+600%

100

360

620

ハロゲン LED-HL ADB-HL

ADB－HL単価

1.7倍



クラウンセダン（2018年度） 新型クラウンセダン(2023年度) 次世代（～2030年度）

新規アイテムの採用により台当たり販価の推移

■得意先はデザイントレンドに基づきTL（テールランプ）の長尺化、CTL （センターランプ）を新規追加、
 台当たり販価は上昇。 今後 当社の技術優位性を活かし、更なる販価拡大を実現する。

HL(2)

単価指数 100

* （）内は自動車1台あたりの搭載個数

単価指数 120

長尺TL(1)
アニメーション機能

HL(2)
高精細ADB

長尺 CTL(1)
アニメーション機能

グリルランプ（１）

Fr路面描画
ユニット（2）

エンブレム
ランプ（1）

Rr路面描画
ユニット（2）

単価指数 200

RCL(2)

TL(2)

HL(2) 長尺 CTL(1)

長尺製品採用率：0％ 18％ 60％

RCL(2) 長尺TL(1)



LiDAR事業の見通し（LiDAR市場）

■・車載用LiDAR市場は24年度：370億円。高度ADAS/自動運転車にはLiDAR搭載が必須の為、
 30年度には3,500億円まで拡大すると予測。

   （ソナー：検知距離1ｍ程度/ミリ波：小さな物体検知不可/カメラ：検知距離100ｍ程度の為代用不可）
 ・移動体検知市場は、3Dマップ作製やAIカメラとの併用/切替により、30年度：9,200億円と予測。

LiDAR市場規模（億円）

24年度 25年度 26年度 28年度 30年度

3,500億円

1,400
800

370

車載

570

24年度 25年度 26年度 28年度 30年度

9,200億円

4,100
4,900

5,700

7,300

移動体検知



LiDAR事業の見通し（小糸売上）

■・小糸LiDARの技術的優位性、及び バリエーション展開（短/長/中距離）により受注拡大を目指す。
 複数得意先（乗用車/大型車/建産農機等）の受注決定、引合いを受領しており、

 既に量産体制の整った当社LiDARに対する期待は非常に高い。
・LiDAR事業は数量の拡大する28年度以降黒字化の見込み。

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

小糸LiDAR売上目標 製品区分 ニーズ（上段）・当社の強み（下段）

短距離 大型車/建産農機の自動運転（周辺検知）

広い縦方向の検知範囲を実現

長距離 乗用車／大型車等高速運転時の前方検知 

光源・光学一体設計によりサイズ最小化、
車室内搭載性を実現

中距離 移動体検知

移動体検知システム（ハード・ソフト）
によりお客様のきめ細かいニーズに対応

短距離

長距離

中距離
(移動体検知)

500億円

建産農機
大型車



生産ライン自動化の取り組み



部 品 組 立 物 流

自動化/
デジタル化

AIカメラでの良否判定/予防保全 完全無人化/品質トレーサビリティ強化 自動搬入/出荷倉庫

レス化 加工レス・段替レス 加工レス・治具レス・段替レス 最短搬送

製造費用３０％低減を実現 【自動化/デジタル化/レス化】

自動倉庫

出荷情報
予防保全

AI カメラ検査

生産ラインの自動化等、デジタル技術の活用による 『ものづくりの革新的な見直し』 を推進

トレーサビリティ
センサー

加工レス 無人 組立
AGV

生産ライン自動化の取り組み



＜合理化ロードマップ＞

生産ライン自動化の取り組み

人による検査 AI カメラ検査

治具レス

・外観検査の自動化(AIカメラ検査)
・治具/段替えレス

・完全無人化

・DXによる設備状態の監視

仕入先

・サプライチェーン
 全体への横展開

予防保全 未然防止

AIカメラ検査無人組付

26年度24年度 25年度

100

90

80

70（▲30%）

製造費用

・セット/運搬の自動化

AGV

・設備複合化

セット 運搬

設備複合化
（同時加工）

・加工レス 加工レス



財務戦略



投資
1,000億円

資金使途

現預金等
1,800億円

現預金等
1,800億円

営業CF
2,000～

2,500億円

財務戦略

営業CF
2,500～

 3,000億円

現預金等
3,200億円

資金創出

現預金等
1,800億円

投資
2,300億円

＜基本方針＞
① 財務健全性を確保したうえで、積極的な投資を実施
② 資本構成適正化に向けた自己株式取得、及び配当水準の安定的向上による株主還元を実施

資金使途 資金創出

株主還元
2024～2028年度

(5ヶ年累計)

3,500億円程度

2027～2028年度：2ヶ年累計(推定)2024～2026年度：3ヶ年累計

株主還元
2,000億円

程度 配当
500億円程度

自社株買い
1,500億円

程度

株主還元
1,500億円

程度



80 86 90

163

25円 27円
28円

53円 56円

21.4％
22.6％

30.3％

40.5% 41.0%

0
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35
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45

0

50

100

150

200

2020年度

（実績）

2021年度

（実績）

2022年度

（実績）

2023年度

（計画）

2024年度

（予想）

2025年度

（推定）

2026年度

（推定）

配当総額 1株当たり配当 配当性向

配当方針

＜基本方針＞
連結配当性向 40％以上、かつ増配もしくは配当維持を基本方針とする

(億円)
40％以上

(％)

増配もしくは維持

＊2023年度の期末配当は2024年6月の株主総会に提案予定



本資料に記載されている小糸製作所、及び関係会社の計画や業績に関する予想、
及び見通しの記述は、当社が現時点で把握可能な情報から判断し仮定した見込みです。
また、経済動向、自動車産業界における激しい競争、市場動向、為替レート、
税制や諸制度などに関わるリスクや不確実性も含んでいるため、実際の業績は
当社の見込みとは異なる可能性のあることを、ご承知おき願います。

将来予想に関する記述
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